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１ テーマ名 

肉用牛現場におけるＧＡＰの取組に向けた仕組みづくりの検討  
 

２ 目的 

肉用牛現場における食品安全，労働安全，環境保全の考え方の底上げを図るため

に，経営体ごとに有効かつ取り組みやすい項目を整理し，実際にチャレンジしやす

い仕組み作りを検討し，現場での推進につなげる。 
 

３ 調査研究の内容 

・肉用牛におけるＧＡＰ推進の現状の把握 

・ＧＡＰ基準書の取り組みやすい項目と効果の整理 

・現場課題をＧＡＰ手法で解決する方法についての検討 

・ＧＡＰ基準書の整理 

・ＧＡＰの普及推進に向けたまとめ 

 

４ 成果 

（１）肉用牛経営体におけるＧＡＰ推進状況の把握と取り組みやすい項目の整理 

肉用牛経営体は，販売先からＧＡＰ認証の取得を求められることは少なく，

生産物の販売面での取得メリットが少ないことから，販売面以外のメリットを

調査し，とりまとめた。（表１） 

 

表１ ＧＡＰの取組による販売面以外のメリット 

 
 

（２）現場課題をＧＡＰ手法で解決する方法の検討とＧＡＰ基準書の整理 

肉用牛経営体がＧＡＰに取り組みやすいようＧＡＰ基準書の内容をかみ砕

いた簡易的な基準書（簡易版）を作成した。（表２）また，牧場内それぞれの

場所で管理項目や記録等がわかるよう，場内のモノ・ヒトの管理マップを作成

した。（図１） 
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表２ ＧＡＰ基準書（簡易版）※未完成のため，一部掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 場内 モノ・ヒトの管理マップ 
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図１ 牧場内 モノ・ヒトの管理マップ 

 

５ 普及指導活動における活用方法 

 本調査研究で作成したＧＡＰ基準書（簡易版）と牧場管理マップの手法の活用や

ＧＡＰを意識した普及活動をすることにより，少しずつＧＡＰの考え方を経営体

に浸透させる。 

 

 

 

 

 

 

３．モノの管理 それぞれのヒト・モノの設置また管理方法と記録

牛舎

機械・燃料庫

堆肥舎 廃棄物

飼料薬品薬剤庫

・建設構造のクリア（18）

・点検と修繕（18）

・年間記録（発生量、散布量等）（21）

管理方法と処理方法を文書化

（21）

資源の有効利用（21）

・出荷仕様書作成

・休薬期間の記録（17）

・出荷時注射針の残留確認（17）

・素牛購入時の記録（24）

業者の確認（25）

受入れ記録（25）

飼料混合防止対策の実施

（25）

・機械・設備・燃料のリストと点検実施

記録（19）

・マニュアル通りの利用（19）

・取り扱い説明書の保管（19）

使用記録（17）

適切な保管（17）

・健康状態の把握（15）

・衛生管理のルール徹底（15）

貯水槽

点検実施記録（19）

・有害生物の侵入・発生の防止（18）

・疾病が侵入しにくい飼養環境づくり（17）

休憩所等

手洗い

トイレ

喫煙・飲食場

更衣室

（15）

敷料

受入れ記録（26）

定期的な牛床交換（26）

飼料

掃除用具庫

保管場所の設置（19）

点検と交換（19）

洗剤等の安全管理（19）


